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	カタログ番号: APRab09242
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、免疫グロブリンのコンタクチンファミリーに属するタンパク質をコードしています。コンタクチンは軸索関連細胞接着分子であり、神経回路の形成と可塑性に関与しています。コードされているタンパク質は、グリコシルホスファチジルイノシトールアンカー型神経膜タンパク質であり、発達中の神経系における軸索結合の形成に関与している可能性があります。この遺伝子の欠失または変異は、3p欠失症候群および自閉症スペクトラム障害に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2011年5月] 疾患：3p欠失症候群（3PDS）の特徴的な身体的特徴を有する男児において、CNTN4遺伝子を阻害する染色体異常が発見されました。転座t(3;10)(p26;q26)。 3PDS は、3 番染色体短腕のテロメア部分の喪失を伴うまれな連続遺伝子疾患で、発達遅延、成長遅延、および異形特徴を特徴とします。,機能:コンタクチンは、神経系の発達中に細胞表面相互作用を媒介します。ある程度の神経突起伸展促進活性があります。シナプス形成に関与している可能性があります。,誘導:レチノイン酸によって誘導されるため、分化因子に反応して作用する可能性があります。,類似性:免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。コンタクチンファミリー。,類似性:4 つのフィブロネクチン III 型ドメインを含みます。,類似性:6 つの Ig 様 C2 型 (免疫グロブリン様) ドメインを含みます。,組織特異性:主に脳で発現します。小脳で高度に発現し、脳梁、尾状核、扁桃体、脊髄で弱く発現します。精巣、膵臓、甲状腺、子宮、小腸、腎臓にも発現する。骨格筋には発現しない。アイソフォーム2は大脳皮質に弱く発現する。
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	CNTN4抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

